
復興ビジョンの構成について（案） 

 

前文 

 

はじめに 

 ・策定の趣旨  ・計画の役割（復興実施計画との関係）  ・計画期間（復興の道のり）  

 ・計画の構成  ・復興の主体  ・対象地域 

 

第１章 被災地域の概要と被災状況 

 ・被災地域の概要 

 ・被災状況 

 

第２章 復興の前提となるグランドデザインの考え方 

 ・防災型の都市、地域づくりの基本的な考え方（地域住民や市町村の考え方を尊重） 

 

第３章 復興の理念と基本目標 

 ・世界に誇る新しい地域創造を掲げる「復興の理念」 

 ・「復興の理念」を具現化する「基本目標」 

   （キーワードとして、例えば、「安全性」、「生業（なりわい）」、「人間らしさ」など） 

 

第４章 復興に向けた具体的取組 

 ・「市町村行政機能の支援」、「まちづくり」、「水産業等」、「教育・文化」、「保健・医療・福

祉」、「経済産業・雇用」、「観光」という柱建てを基本に、三陸地域及びその住民 28万人の

復興の方向性を示す 

 

第５章 世界に誇る新しい三陸地域の創造 

 ・長期的な視点で、世界に冠たる防災・環境・海洋都市（地域）を創造 

   （「国際学術研究施設の誘致」、「エコタウン」など、「復興プロジェクト」を推進） 

 

第６章 復興の進め方 

 ・被災市町村の意向を踏まえた支援 

 ・県内市町村との連携 

 ・県民、ＮＰＯ、企業等との連携 

 ・骨太の政府方針による支援の要請（制度及び財政的措置） 

 ・専門家の意見、提言の反映 

 

基礎資料 

 ・被災状況と分析の結果 

 ・土地利用の詳細なパターンの提示 など 

   （津波防災技術専門委員会の資料等を基に、県民に分かりやすい図表、写真等を掲載） 

資料５ 
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